
行財政改革大綱後期実施計画

実施事項名 市税収納率の向上 重点項目番号 ６

現状、問題点、必要
性

（なぜやるのか）

【現　状】
平成１８年度収納率８８．５４％（現年分９７．１９％、過年分１８．８９％）
【問題点、必要性】
納税者の不公平感の解消、市財政における歳入の３割を占める市税収入を確保する。
【現状の客観的な説明】
平成１８年度の三重県内市の収納率平均値は９１．０％であり、当市の収納率は県内１４市中８
位である。

番号 ②

担当課（執行する
課）

総務部　税務課

責任者名（執行責任
者）

税務課長　森本　一生

担当課電話番号 ２２－９６１２

対象等（なにが、だ
れが）

伊賀市が賦課する税の納税義務者

財政効果額（千円）
（いくら削減されるの
か、いくら収入増とな

るのか）

【金　額】
２６，０００千円

【算定根拠】
平成１９年度の収納率を基本とし
て、毎年0.05％を向上させ、２０
年度では９，０００千円、２１年度
では９，０００千円、２２年度では
８，０００千円、前年と比較して収
入増となる。

成果（対象がどうな
るのか）

納税義務者が納期どおりに市税を納付する。滞納者が市税を完納する。納付されない市税を
法的措置等で回収する。

実施する内容・目標
数値

（対象を成果の状態
にするために、何

を、いつまでに、どの
ようにやるのか）

【実施内容】
納税啓発、口座振替推進や夜間休日窓口開設等の納付環境の改善、三重地方税管理回収機
構の活用等により次の表のとおり収納率を向上させる。

【目標数値】
年度 19 20 21 22 23 24

収納率（％） 88.60 88.65 88.70 88.75 88.80 88.85
収入額（百万円） 15,202 15,211 15,220 15,228 15,237 15,245

【目標の客観的な説明】
平成２２年度の目標収納率８８．７５％は、現在の県内１４市中８位と変わりないが、平成１９年
度収納額と比較して、２６００万円の歳入増となる。 特記事項

※三重地方税管理回収機構…「分権社会に
対応した地方税の徴収体制」を築き上げ、納
税秩序の確立と県民が自主納税する社会の
実現をめざすために平成16年4月1日、税の
公平性の確保と滞納額の縮減を図る目的で
発足した税徴収の専門組織

目標を達成するため
の活動指標（全体目
標を達成するために
個別に実施する項

目）
（何をどれだけやる

のか）

活動指標名 目標値 定義・算定式
行程表（いつまでにやるのか）

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度
４月 １０月 ４月 １０月 ４月 １０月

口座振替推進 ４６．５％（60,000件） 平成１９年度４２．６％（５５，００７件）

納税夜間休日窓口開設 年間50日程度開設 毎週木曜日は午後７時３０分まで窓口延長の開設を行う。

外国人納税対策・通訳兼納税相談員及び徴収
嘱託員雇用

外国人を対象に通訳兼納税相談員による納税相談を随時
開催する。

滞納整理及び滞納処分

三重地方税管理回収機構への移管 平成１９年度　４７件

市県民税滞納処分・徴収及び滞納処分三重県
委託

平成１９年度　１４件

市県民税及び固定資産に係る臨戸調査
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